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１．概　　要
　幼稚園教育要領が平成20年（2008）に改訂さ
れ，平成21年（2009）から施行されている。現在
３有余年経った。幼稚園教育要領は，文部科学省が
告示する幼稚園における教育課程の基準のことであ
るが，その幼稚園教育の基本では，「幼児期におけ
る教育は，生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要
なものであり，幼稚園教育は，学校教育法第22条
に規定する目的を達成するため，幼児期の特性を踏
まえ，環境を通して行うものであることを基本とす
る。」とし，「教師は幼児との信頼関係を十分に築
き，幼児と共によりよい教育環境を創造するように
努めるものとする。」これらを踏まえ，幼稚園にお
ける幼児の生活を３項目上げている。１　幼児の主
体的な活動を促し，幼児期にふさわしい生活の展
開。２　遊びを通しての指導を中心として，ねらい
を総合的に達成。３　幼児一人一人の特性に応じ，
発達の課題に即した指導，である。さらに「その
際，幼児の主体的な活動が確保されるよう幼児一人
一人の行動の理解と予想に基づき，計画的に環境を
構成しなければならない。この場合において，教師
は，幼児と人やものとのかかわりが重要であること
を踏まえ，物的・空間的環境を構成しなければなら
ない。また，教師は幼児一人一人の活動の場面に応
じて，様々な役割を果たし，その活動を豊かにしな
ければならない。」と記している。そのキーワード
は，「主体性」，「遊び」，「発達」そして「環境」で
ある。この３項目の基本から５領域を設け，それぞ
れの「ねらい」と「内容」を示している。本研究
は，５領域の中の「表現」に関する内容である。領
域「表現」は美術と音楽についての事柄を列記し
ているが，以前は６領域であった。幼児は発達に
おける未分化の状態であるため，1989年（平成元
年）の教育要領改訂により「音楽リズム」と「絵画
製作」を「表現」として一元化している。本論では
「表現」における「造形活動」について，教育要領
に沿った指導計画を立てるものである。
２．目　　的
　幼稚園教育要領に基づき，よりよい環境のもとで
保育するために，領域「表現」では，目標を「感じ
たことや考えたことを自分なりに表現することを通
して，豊かな感性や表現する力を養い，創造性を豊
かにする。」としている。そして，１　ねらいとし
て「⑴いろいろなものの美しさなどに対する豊か
な感性をもつ。⑵感じたことや考えたことを自分
なりに表現して楽しむ。⑶生活の中でイメージを
豊かにし，様々な表現を楽しむ。」というように３
項目を掲げ，２　内容については，８項目上げてい
る。「⑴生活の中で様々な音，色，形，手触り，動
きなどに気付いたり，感じたりするなどして楽し
む。⑵生活の中で美しいものや心を動かす出来事に
触れ，イメージを豊かにする。⑶様々な出来事の中
で，感動したことを伝え合う楽しさを味わう。⑷感
じたこと，考えたことなどを音や動きなどで表現し
たり，自由にかいたり，つくったりなどする。⑸い
ろいろな素材に親しみ，工夫して遊ぶ。⑹音楽に親
しみ，歌を歌ったり，簡単なリズム楽器を使ったり
などする楽しさを味わう。⑺かいたり，つくったり
することを楽しみ，遊びに使ったり，飾ったりなど
する。⑻自分のイメージを動きや言葉などで表現し
たり，演じて遊んだりするなどの楽しさを味わう。」
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としている。また上記の取扱いについて，「⑴豊か
な感性は，自然などの身近な環境と十分にかかわる
中で美しいもの，優れたもの，心を動かす出来事な
どに出会い，そこから得た感動を他の幼児や教師と
共有し，様々に表現することなどを通して養われる
ようにすること。⑵幼児の自己表現は素朴な形で行
われることが多いので，教師はそのような表現を受
容し，幼児自身の表現しようとする意欲を受け止め
て，幼児が生活の中で幼児らしい様々な表現を楽し
むことができるようにすること。⑶生活経験や発達
に応じ，自ら様々な表現を楽しみ，表現する意欲を
十分に発揮させることができるように，遊具や用具
などを整えたり，他の幼児の表現に触れられるよう
配慮したりし，表現する過程を大切にして自己表現
を楽しめるように工夫すること。」としている。こ
のような事柄に沿わせて，造形活動の指導計画につ
いて考案し，提案するものである。指導計画を作成
するにあたって，幼稚園教育要領の基本の指す内容
を表現の造形領域として明らかにしなければならな
いと考える。キーワードである主体的活動，遊び，
そして発達に関する項目である。これらの事柄につ
いて以下，明記する。
３．幼稚園教育要領における「遊び」の捉え方
　J.Huizinga（ヨハン．ホイジンガ）※ １は，人類の
本質として『ホモ・ルーデンス（遊ぶ人間）』と呼
び，「遊びが文化の創造に参画してきた」と述べ
ている。ホイジンガに影響を受けた Roger Caillois
（ロジェ．カイヨワ）※２が『遊びと人間』を著し，
その中で「遊び」を「アゴーン」（競争：文字通り
徒競走など），「アレア」（偶然：ルーレットなど），
「ミミクリー」（模倣：演劇や RPG など），「イリン
クス」（眩暈：絶叫マシーンなど）の４種類に分類
して考察している。また，J.F. Schiller（シラー）※ ３
は，「人間である限りにおいてのみ遊び，また遊ぶ
限りにおいてのみ完全な人間である。」として，遊
びは人間として欠かせないものとして有名な言葉を
彼の著書『人間の美的教育について』の中で残して
いる。
　また K.Buhler（ビュラー）※４は，彼の著「幼児の
精神発達」の中で遊びの分類をおこなっている。
①機能遊び …乳児の初期から始まる活動で，動く
ものを見たり，物をたたいて音を出したり，手足
や身体を動かすなど，感覚や運動遊びのことをい
い，こうした活動を通して，物の大きさや重さ，
可塑性，色，形，音など自らの体験によって理解
していく。
②想像遊び（空想遊び）…劇の模倣（ある物語を演
じる）や，ごっこ遊びのことで，何かになぞらえ
る擬制，同一の現象である。この遊びは情緒的場
面を表現することで，情緒的緊張を発散させ，情
※１　ヨハン・ホイジンガ，またはホイジンハ（蘭：Johan Huizinga，1872－1945）オランダの歴史家。学位論文のテー
マは古代インド演劇。彼は『中世の秋』で14～15世紀のブルゴーニュ公国の文化について考察を行っているが，第８
章で遊びと真面目が截然としていない文化たるキリスト教社会にあって，卑猥な言葉も隠し言葉もこれらは全て民族的
背景を基盤とし，貴族文化の成熟の象徴であると称え，これを発展させ，人間の本質を「遊戯」に見出したのが『ホ
モ・ルーデンス』である。
※２　ロジェ・カイヨワ（Roger Caillois，1913－1978）は，フランスの文芸批評家，社会学者，哲学者。神話，戦争，
遊び，夢など，多岐にわたる研究・著作をした。
※３　ヨーハン・クリストフ・フリードリヒ・フォン・シラー（ドイツ語：Johann Christoph Friedrich von Schiller，
1759－1805）は，ドイツの詩人，歴史学者，劇作家，思想家。ゲーテと並ぶドイツ古典主義（Weimarer Klassik）の
代表者である。独自の哲学と美学に裏打ちされた理想主義，英雄主義，そして自由を求める不屈の精神が，彼の作品の
根底に流れるテーマである。青年時代には肉体的自由を，晩年には精神的自由をテーマとした。彼の求めた「自由」は
ドイツ国民の精神生活に大きな影響を与えた。劇作家として有名だが，ベートーヴェンの交響曲第９番「合唱付き」の
原詞で最もよく知られるように，詩人としても有名。彼の書く詩は非常に精緻でありかつ優美であるといわれ，「ドイ
ツ詩の手本」として今もなおドイツの教育機関で教科書に掲載され，生徒らによって暗誦されている。
※４　カール・ビューラー（Karl Bhler，1879－1963）ドイツの心理学者。バーデン州のメッケスハイムに生まれる。
哲学者フッサールの現象学の影響を受けた。初期の研究はウュルツブルク学派の一員として行った『思考について』
（1907）である。彼が用いた方法は「課題法」といわれるもので，ニーチェなどの作品を読んで聞かせたり，「イエ
ス」「ノー」で答えるような課題を与えたりして，そのときの経験をあとから被験者に尋ねるもの。思考には心像は必
要でない，心像がぼやけても思考はあいまいにはならない，思考は目標指向的，創造的であり，課題の解決を目ざし
ているというのが彼の主張であった。1918年には『児童の精神発達』を書き，発達年齢，発達指数の概念を提唱した。
22年から38年までのウィーン大学時代には，『言語理論』（1934）など言語に関する著作により心理言語学に影響を与
えた。同じ心理学者のシャルロッテ・ビューラー（Charlotte Bhler，1893―1974）は彼の夫人である。おもに発達心
理学を専攻し，新生児行動，社会的発達，青年心理学の研究で著名である。晩年，アメリカでは臨床心理学の分野で活
躍した。
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緒的適応と精神的緊張の解消に直接役立ってい
る。
③受容遊び…テレビ・ビデオ視聴，紙芝居，大型絵
本，人形劇など観賞することによって，幼児自
身，自分のなかに溶け込んでいく。
④構成遊び…積み木，粘土遊び，落書きなどで２歳
の後半になると，それまで物の性質に規定されず
に扱っていたものが，積み木やスプーンなど，そ
の性質に応じて用いるようになり，また，その目
的にあった取り扱いをするようになる。構成遊び
は子どもにとって自由かつ独立的に自己を展開す
る遊びである。年齢とともにさかんになっていく
遊びでもある。
　子どもたちにとって，遊びは自発的・主体的活動
である。遊びは全てに，想像と創造性をもち，生き
生きと遊ぶ子どもたちは，つくりだす喜びや自信に
満ちた表情があふれ，意欲的で活発な行動をみるこ
とができる。遊びは，楽しく，際限なく繰り返さ
れ，その中で，人間としての基本的な精神や社会的
能力，創造力，運動能力など成長の糧を獲得してい
く。子どもの遊びは，一人遊びから，集団遊びへと
発展していく。他人との関係から，遊びを通して
ルールを理解し，責任感や義務感，協調性など，無
意識のうちに独立や自力の能力を養い，社会の成り
立ちや仕組みを理屈ではなく，体験を通して学んで
いくものである。
４．遊びと造形活動の発達
　Partn M.B（パーテン，1902生）は，1932年に
幼児期における社会参画の遊びの発達を次のように
分類している。①何もしない状態　②傍観的行動　
③一人遊び　④平行遊び　⑤連合遊び　⑥共同的・
組織的遊び　としている。これは一人遊びから，集
団遊びへと発展していく過程を表わし，集団遊びの
前段階として，平行遊びや連合遊びがあることを指
摘している。３歳ぐらいまでは集団の中に入っても
一緒に遊べず，数人の幼児が同じ場所で同じ遊びを
していても一人一人が別々に遊んでいる状態であ
る。このころは自分の主張だけを通そうとしている
が，やがては，他人との関係の中で遊びのルールを
理解し，責任感や義務感，協調性など，社会に生き
る一人の人間としての必要なものを理屈なしに学ん
でいく過程でもある。
　遊びは，新生児に備わった感覚器官の機能が少し
ずつ開発されることから始まり，乳児が周りの音に
耳を傾けたり，ものの動きを眼で楽しんだり，ある
いは乳首や哺乳瓶を口でもて遊ぶ行為は，遊びの始
めであることがいえる。やがて，幼児にとって「も
の」との出会いは遊びを熱中させ，積極的な行動へ
と展開していく。これらは手足の発達とともに運動
機能が高まり，すべての感覚を働かせながら，もの
の性質や機能を体験の中で理解していくものである
と考えられる。
　外で遊ぶようになって，幼児は自然のなかで，い
ろいろなものを発見し，その不思議さに驚いてい
く。一枚の葉や石ころなど，形や感触の違い，色や
匂いの変化などに気づき，造形の仕組みに感動する
のである。日常生活においても，いろいろなもの
を発見し，工夫していく。ものに対して「どうし
て？」という疑問をもちながら自然や生活のなかで
育っていく。見るもの，触れるものすべてが珍し
く，その触れ合いのなかで，感覚的な刺激や活動を
楽しみながら，たたいたり，ちぎったり，投げるな
ど繰り返し，繰り返し触れて試し，確かめていく。
棒切れや白墨などで落書き，砂や土，水，粘土など
可塑性にとんだ材料の遊びでは造形の楽しさ，豊か
な感性が育っていく。並べる，組み合わせるなどを
する遊びは幼児の想像力を伸ばすとともに，ものの
構造や機構，構成など遊びを通して造形の基礎とな
るものを獲得していく。このように幼児は未知のも
のにむかって，瞬時も休まることなく旺盛な探究心
を起こし，新たな遊びに挑戦し，造形の体験を積み
かさねて成長していくのである。
　また，破る，割るなどの壊す行為は，日常では禁
止されていることであるが，壊すことにより物の性
質や新しい価値を見つけ出すことのできるものであ
る。破壊のためのものではなく，創造のためのもの
として考えたとき，新たな発見と工夫として造形活
動が展開され，人間の成長へと繋がるものでもあ
る。遊びから造形活動の育みを考えると，遊びが成
立する条件として，「時間」，｢ 場所 ｣，「仲間」の３
つがあげられる。さらに，おもしろく刺激に富んだ
創造的な「素材」や「道具」を媒体として，より創
造的な遊びを展開していく。平行遊びは，仲間とし
ての連帯感は低いが，集団から受ける影響や刺激に
よって新しい発想やイメージの展開性，表現技術の
伝達など，造形の基本的要素が育っていく。造形活
動は，個人の活動ばかりでなく，集団の中で個を尊
重し，お互い造形を通して強調・協同しあい，社会
性や感性を身につけていく。すなわち，遊びから造
形活動を通して人間成長，発展を遂げていくもので
あると考えられる。
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５．造形の発達
　造形は「描く活動」と「つくる活動」とがあり，
それぞれの発達が違い，個人によっても異なる。子
どもにとって「描く行為」と「つくる行為」は別の
世界で，「表現」として共通の理解が必要である。
しかしながら，幼児にとって未分化な状態で，その
区別は分からない。幼児の表現の発達は個人差があ
るものの発達段階は飛び越えることなく，順序を
辿っていく。一般的な発達の順序を理解したうえ
で，その子の発達状況を知ることが望ましい。以
下，簡単に造形の描画と製作の発達段階の一覧を示
す。
Ａ．絵を描く（描画）活動の発達
　　（幼児期　１歳ころ～７，８歳ころ）
　第１段階　なぐりがき時期（１～2.5歳のころ）
スクリブル，乱画，騒画，錯画，運動
感覚　等
　第２段階　象徴期（２～３歳ころ）
意味づけ，命名，図形の獲得　等
　第３段階　前図式期（３～４歳ころ）
並べがき，カタログ表現，図形の組み
立て，頭足人　等
　第４段階　図式期（４～７，８歳ころ）
おぼえがき，レントゲン画，画面全体
への組み立て，絵画的表現，基底線　
等。
Ｂ．ものをつくる（製作）活動の発達
　　（幼児期２歳ころ～７，８歳ころ）
　第１段階　無意味期（２～３歳ころ）
もてあそびをする時期，感覚・材料体
験
　第２段階　象徴期（３～４歳ころ）
つくってから意味づけをする時期，偶
然性
　第３段階　創作活動期（４～８歳ころ）
つくりあそびをする時期
５−２．描画表現の発達と表現特性について
　造形能力は，一般的な心身の成熟や発達と関連し
つつ，一定に秩序で発達する。乳幼児は同じ造形表
現の筋道を通るが，発達の速度は一様ではなく個人
差が大きい。子どもの絵画などから見た発達段階の
研究は19世紀末からはじめられているが，発達区
分は研究者間で必ずしも一致していない。外国に
おける児童画の研究では，ドイツのケルンシェン
シュタイナー（G. Kershensteiner）は，1900年初
頭に数多くの子どもの絵を集め，統計的に研究し
た。つづけて，リュケ（G. H. Lequet），エング（H. 
Eng），ハーバートリード（H. Read），ケロッグ（R. 
Keroge）等の研究がある。また描画の発達につい
て引用される著名な研究者として，ヴィクター・
ローエンフェルド（V. Lowenfeld）があげられる。
アメリカのペンシルバニア州立大学の教授で美術
科教育を専門としていた。彼は1947年に “Creative 
and Mental Growth”『創造的・精神的な発達』と題
する書物（和名では『美術による人間形成』）の中
で，描画能力の発達段階の研究を発表している。そ
の段階は次のような内容である。⑴錯画期，２～４
歳，自己表現の諸段階ともいわれているこの錯画期
をさらに次の４つに分ける①無秩序　②たてよこ描
き　③円形描き　④意味づけ，⑵前図式期，４～７
歳，この段階は，最初の再現試行といわれる。象徴
的に図式的に表現する最初の段階である。子ども
は，自分の考えを伝達せんがために記号として図式
的に描く。⑶図式期，７～９歳，形式概念の成就期
ともいわれる。図式的な表現の中に意味を表し，特
徴や主観を強調する。⑷初期写実の時期，９～11
歳，写実の曙光とか，集団期ともいわれる。心理的
にはギャング・エイジ（Gang Age）と呼ばれる頃
である。仲間意識の芽生える時期で，ようやく図式
的表現を脱し，実物のように描こうとしはじめる。
⑸疑写実の時期，11～13歳，準写実とか論考期と
もいわれる。実物らしくしようとするが，まだ十分
に写実表現することができない。凹凸や遠近感を表
現しようとするが，大人の遠近感や陰影法によるも
のではなく子どもらしい工夫によってこれを表現
しようとする。児童画としての独特な表現作品は，
この時期のものに多い。⑹決意の時期，15歳以降，
創造的表現に行きづまりを感じ，絵を描くことに興
味を失うことになる指導の難しい時期である。この
難しい時期の打開について，ローエンフェルドは，
子どもたちの表現のタイプとして「視覚型（ヴィ
ジュアルタイプ）」・「触覚型（ハプティックタイ
プ）」の２つのタイプがあることを発見した。「視覚
型」は眼で見て受け取ったものを表現することを得
意とするタイプであり，「触覚型」は体感的に感じ
取ったものを表現するタイプである。思春期になる
とこうした特徴がはっきり出てくることから，美術
教育の方法として，この２つの型（タイプ）の特徴
をうまく生かして指導すれば行きづまりの危機を打
開し，再び興味をもって表現することができるよう
になるのではないかと，指導において提案してい
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る。このタイプは，現在５歳児の描画からも見られ
るものである。
６．造形活動と指導のありかた
６−1．造形活動
　造形活動の計画作成にあたって造形活動を理解す
ることが肝要であると考える。幼児にとっての造形
活動の主眼は以下に示すことである。
①造形活動は，表現であり，人間にとって本能的な
もの，心の喜びや感動が出発点である。
②ものをつくるという行為（造形活動）は，イメー
ジと目と手の対話である。これはもっとも人間的
な創造行為であり，手の使用は脳の発達を促すも
のである。
③造形活動は，他の学習活動と違い，子ども自身が
積極的に自分自身の感じ方，考え方を表すことに
教育上，独自の意味があり，これは人間形成の基
礎でもある。そして個性を育て，創造的人格を形
成する唯一の活動である。
④造形における答はひとつではなく，子ども自身の
もつ，かけがえのない感動を表現することが答で
あり，それは子どもひとりひとりの違い，その違
いはすべて正しい答である。この答は，幼児教育
の原点だといえる。
⑤幼児にとって，しばしば情緒安定のための代償行
為として，造形を行うことがある。やりきれない
不安や憤懣，悲しさ，寂しさなどをかくつくると
いった行為で解消する。カタルシス※５とよばれ，
この情緒安定を図ることは，成長期にとって基礎
的に大切な条件である。
⑥造形活動によって，美しいものなどに感動する
心，生命に対する畏敬の心を育てること，より人
間的な人格を育てることである。
６−２．保育における造形指導の環境について
　幼児に対する造形活動の理解には，幼児の表現，
造形活動の「絵をかく活動」「ものをつくる活動」
の造形の意味と「遊び」，「発達」をよく理解する必
要がある。幼稚園教育要領では「環境」について重
要視している。これについて，造形活動では，「幼
児を自主的にさせ，進んで造形活動に取り組ませる
ようにする環境」，「自由な雰囲気づくり，のびのび
と活動できるようにする環境」，「幼児の気持ちを受
け入れ，意欲的な造形活動を引き出すように心がけ
ることのできる環境」，「明るく，人間的な暖かさ，
心の柔軟さ，ユーモアを解することができる環境」，
というものが必要である。これらの環境について，
保育者自身のきもちが最も左右されるもので，保育
者が造形を作る感覚や意味がわかっておくである。
資質としては，絵を描くこと，ものがつくることが
できることがのぞましい。次に環境２として，保育
室の美化，廊下や園庭，園舎全体などの美化，掃
除，材料，スペース，活動刺激のための作品装飾の
仕方などができることがあげられる。その内訳とし
てプレゼント作り，例えば，お誕生会，人形劇の開
催など，その際のプレゼントカードや人形，装飾品
などを作る。次におたより，ポスターなどの案内の
制作，さらには運動会，作品展などにおける造形
品，例えば，入場門作り，安全なゲーム作り，展示
方法，保育者の作品などがあげられる。
６−３．造形指導の捉え方
　指導は，次の内容を着手して行われることが望ま
れる。①自発性／幼児の自らの積極的な行動から出
発する。②興味性／日ごろの興味，関心のあるもの
を捉える。③経験／幼児が自分で経験したことや
知っていることをテーマ（題材）にする。④環境／
気楽な環境，自発的な環境，興味をもつ環境，とも
だちの環境，スペースある環境，材料・用具，道具
のある環境。⑤機会／時間のタイミング・チャン
ス，媒体（表現しようと試みる）のあるものから。
⑥個性／ひとりひとりのもっているもの，ひとりひ
とりの表現。⑦発達／幼児の成長と過程の在り方を
捉えておく。以上のような事柄を指導で捉える必要
があると考える。
６−４．造形指導の過程と要因
　造形指導における，その過程と要因は以下のよう
な内容である。
※５　カタルシス（ギリシャ語 katharsis，英語 catharsis）は，詩学および心理学において「浄化」を意味する。ギリシャ
語のカタルシスは元来，医学用語で，薬剤を用いて吐かせたり，下痢を起こさせる行為をいった。そこからオルペウス
教などで魂の浄化を指す語となった。アリストテレスは悲劇の効果のひとつとしてカタルシスに言及するが，これが劇
中の出来事ないし劇中の登場人物についていわれるのか，それとも観客についていわれるのかについては諸説がある。
近世フランス詩学においては，アリストテレスのカタルシス論は悲劇論の中核をなすものとして理解され，カタルシス
は，観者の魂に「おそれとあわれみ」によって浄化を起こすものと理解された。ジークムント・フロイトがこの語を採
用したことから，カタルシスは代償行為によって得られる満足を指す心理用語としても用いられるようになった。
幼稚園における造形活動の年間指導計画の立て方に関する一考察　－平成20年の改訂より－
30
⑴　経験の組み立て…抵抗なく気楽にできる幼児の
自発的行動の積み重ね，行事や日ごろの体験から
考える。
⑵　造形活動の導入…環境と設定，幼児の遊びから
と保育者の直接的なはたらきかけ，まずは，あい
さつから，お話，絵本，ペープサート，歌，手遊
び，などを行ってみる。
⑶　励ましのことば…ひとりひとりの個性がある。
がんばったね，じょうず，よくできたね…クラス
の子全員にひとりひとりちがった励ましをする。
困っているとき，迷ったときの対応ができるよう
に，前もって予測しておくこと。不測の事態も鑑
みること。
⑷　観察と感覚…幼児の日ごろの行動の観察，興味
のあり方，意欲の持ち方は保育者自身の感覚から
くるもので，保育者が日頃から意欲を子どもたち
に見せること。
⑸　環境の整備…掃除と美化は常日頃の日課ともい
うべき保育者の仕事で，保育室や園庭，園舎全体
をきれいにしておくことを心がける。
⑹　保育者の創意工夫…日ごろの保育者の創意工夫
が幼児へ培われる。（創意…新しい考え，新たな
ものを作り出す。）
⑺　計画と実践…①指導計画（年間・学期・月間・
週・日案とある）園全体と領域の活動計画をす
る。造形は全体にいつもかかわりをもつものであ
る。②実践…計画にもとづくが，幼児の興味と関
心により，実践では弾力性や幅を常に，もってお
くこと。
⑻　評価…①幼児の実態…幼児の興味や関心，ひと
りひとりの成長発達過程のあり方にふさわしかっ
たか。②発見と感動…幼児の活動や絵には発見や
感動が見られたか。③反省と明日へのつながり…
指導でよかったこと，直すべき点，今日の内容が
発展・展開するか。などを評価の根拠としておく
こと。
　以上の内容をもって，指導計画が作られると考え
る。
７．造形活動の年間計画
７−１．年間計画の要領
　これまでの幼稚園教育要領の基本や造形活動の目
的やありかたなどを踏まえて，年間計画を作成して
行く訳だが，幼稚園における就園の年齢構成は一般
に３歳（年少）・４歳（年中）・５歳（年長）であ
る。普通は，自分の受け持つクラスだけでよいのだ
が，初めて持つ３歳児，繰り上がってきた４歳児・
５歳児，それぞれこれまで辿ってきたことと（経
験）とこれから新しく試みようとすることなど，
様々である。これについて，先輩の先生たちが培っ
てきたものもあるが，下のクラスから継続したこと
も踏まえて，今の子どもたちにふさわしい計画をた
てることが必要である。
　計画は，子どもの遊びを中心に計画をたてるこ
と。また，日ごろから遊びを通して，形あるもの
の，作品が残るものとしてテーマを考える。次に，
経験・体験という主旨から，行事に関する造形を入
れる。従って，①遊び，②形あるもの，③行事に関
するもの，という３つの観点から題材設定をするこ
とが望ましい。年間計画は以下の要領で行う。
１．計画は発達に応じた課題として，３歳から５歳
の縦，横が一覧できるようにする。なお，並びの
順序は，下が３歳，中が４歳，上が５歳とし，発
達の流れが分かるようにする。
２．遊びを中心に，連続性や興味・関心するものへ
の展開を入れる。
３．決めた計画の通りに行うのではなく，子どもの
興味・関心するものへと展開できるように，弾力
性のある計画をたてる。
４．計画表は，遊び，形あるもの，行事に関連する
ものの３つの内容で月々テーマを設定。
５．「遊び」は形が消えて無くなるもの，「形ある
もの」は画用紙の絵や製作したもので残るもの，
「行事」に関連して活動を行うもの（無くなるも
の）と区別する。
６．遊びと設定保育の交互あるいは互換性をもたせ
る。造形活動は子どもの総合性があるので，他領
域との関連をもたせる。
７．絵は成長している様子がわかるので，毎月，残
るものとして，描かせるようにする。
８．それぞれの活動について，記号を決めて表に記
入。凡例として☆遊び　◇形あるもの（設定）　
○行事に関するもの（設定）とすると一目で分か
りやすい。
　そこで，題材を年間計画に挿入していくために，
事前に必要なことは次のことを資料として，集めて
おく。
１．造形遊びの探索を行う。
２．題材設定は日ごろの子どもの興味・関心のある
ものを設定保育にする。
３．経験や体験ということから季節や行事に関する
ことがらの題材を設定し，設定保育として行うよ
うにする。
　上記２，３については教諭から子どもたちへの提
案となる。
中　野　隆　二
31
７−２．造形指導の年間計画のたてかた
７－２－１．計画表（表１．）
　発達と年間を通して，上から５・４・３歳それ
ぞれの題材《保育材》計画（Ａ３の用紙），１マス
（１ヶ月）に，発達に応じた題材を３～４題材記
入。全部で少なくとも100題材が必要。そのために
⑴　保育材①遊びの探索（材料を中心とした）用紙
　⇒少なくとも50題材必要。②設定保育（保育
者からの提案と行事）用紙　⇒少なくとも50題
材必要。季節や経験したこと，行事に関して子ど
もたちに提案して造形を行う事柄を記載する。
⑵　保育材の捉え方として③造形の発達段階と表現
の特徴を整理しておく。
Ａ．絵（描く）の発達　Ｂ．製作（つくる）の発
達の２種類。
⑶　行事に関する資料。⑴の②（設定保育）へ
フィードバック。
７－２－２．手順として
１．計画は発達に応じた課題として（表２.），３歳
から５歳の縦，横が一覧できるようにする。
２．遊びを中心に，連続性や興味・関心するものへ
の展開を入れる。
３．決めた計画通りに行うのではなく，子どもの興
味・関心するものへと展開できるように，弾力性
のある計画をたてる。
４．計画表は，遊び，形あるもの，行事に関連する
ものの３つの内容で月々のテーマを設定する。
５．「遊び」は，形が消えて無くなるもの，「形ある
もの」は，画用紙の絵や製作したもので残るも
の，「行事」に関連して活動を行うもの（無くな
るものである）。
６．遊びと設定保育の交互あるいは互換性をもたせ
ることが望ましい。
７．絵は，成長している様子がわかるので，毎月，
表１　一覧表の例
１マスには遊びと設定を交互に織り交ぜて，題材名に記号を入れる。凡例として，☆遊び，◇形あるもの（設定），○行事に関するもの（設定）
の記号を明記しておくと分かりやすい。
　 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
目標
元気に登園 みんな仲良
く
雨にも負け
ず
夏だ！元気
いっぱい
夏バテしな
いで元気よ
く
秋・体を強
く
木枯らし吹
くけど
もうすぐ今
年も終わり
寒さに負け
ず
春を見つけ
よう
大きくなっ
たよ春の訪
れ
行事
・入園式
・歓迎遠足
・お花祭り
・子どもの日
・母の日
・時の記念日
・父の日
・プール開き
・七夕
・夏休み
・お泊り会
・敬老の日 ・運動会 ・勤労感謝の日
・いもほり
・クリスマス ・お正月
・もちつき大会
・建国記念日 ・卒園式
５歳
☆紙遊び
◇好きな絵
◇遠足の絵
◇好きな絵
☆ 紙 袋 を
使って
○鯉のぼり
作り
☆砂場のお
城
○お母さん
へプレゼ
ント
◇紙箱の時
計
☆粘土遊び
　好きなも
の
○お父さん
へプレゼ
ント
○七夕かざ
り
☆粘土で作
る動物さ
ん
◇七夕まつ
りの絵
　夏休み
◇お家で自
由画
◇自由製作
◇夏の思出
の絵
◇おじいさ
んおばあ
さんの絵
☆はって遊
ぶ
◇運動会の
絵
☆砂場の町
◇ コ ラ ー
ジュ
◇動物折り
紙
◇芋掘りの
絵
☆草花遊び
☆粘土で作
る町
○クリスマ
ス飾り
◇紙粘土の
人形
◇クリスマ
スカード
作り
◇クリスマ
スの絵
☆ 吹 雪 と
ボール
◇お正月の
絵
◇凧を上げ
よう凧作
り
◇花を折る
☆光の演出
◇大空に向
けて
◇おひな様
作り
◇大きく成
長
◇幼稚園の
思出の絵
○卒園記念
品作り
４歳
☆紙を破っ
て形みつ
け
☆砂遊び
○鯉のぼり
作り
☆好きな絵
☆紙を丸め
て遊ぼう
○鯉のぼり
作り
☆泥んこ遊
び
◇丸い時計
☆草花かざ
り
◇紙の飛ぶ
もの
☆粘土遊び
◇絵の具遊
び
○七夕かざ
り
◇お空に向
かって飛
ばそう
◇七夕まつ
りの絵
　夏休み
◇お家で自
由画
◇夏の思出
の絵
◇おじいさ
んおばあ
さんの絵
☆砂遊び
◇運動会の
絵
☆砂場遊び
◇はりえ
◇折り紙
◇芋掘りの
絵
◇クリスマ
スの絵
☆石並べ
○クリスマ
ス飾り
◇紙粘土で
作る
◇カード作
り
◇クリスマ
スの絵
☆紙吹雪
◇お正月の
絵
◇凧つくり
　高く上げ
よう
◇折り紙
☆光と影と
◇ブーメラ
ン
◇おひな様
○卒園プレ
ゼント
◇自由画
◇おおきく
なった絵
３歳
☆紙破り遊
び
◇線がき遊
び
☆砂場で遊
ぶ
☆紙を破っ
て形みつ
け
☆泥んこ遊
び
◇ぬたくり
遊び
◇とけい
◇絵の具で
遊ぼう
☆粘土遊び
◇ローラー
遊び
○七夕かざ
り
☆ボディペ
イント
☆好きなも
の粘土で
　夏休み
◇お家で自
由画
◇夏の思出
の絵
◇おじいさ
んおばあ
さんの絵
☆砂遊び
◇運動会の
絵
☆砂遊び
◇はりえ
☆折り紙遊
び
◇芋掘りの
絵
◇クリスマ
スの絵
☆草花遊び
○クリスマ
ス飾り
◇紙粘土の
冒険
◇カード作
り
◇クリスマ
スの絵
☆体いっぱ
い
　線書き
◇お正月の
絵
☆凧遊び
◇折り紙
☆光りの遊
び
◇ブーメラ
ン
◇おひな様
○卒園プレ
ゼント
◇自由画
備考：一つの題材が翌月に渡ってもよいようにする。子どもの興味や関心によって，方向を変更できるように弾力性をもたせるようにする。同じ題材でも年齢によっ
て内容を吟味する。
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表１．＜一覧表の例＞
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
目標 元気に登園 みんな仲良く 雨にも負けず 夏だ！元気いっぱい
夏バテしないで
元気よく 秋・体を強く
木枯らし吹くけ
ど
もうすぐ今年も
終わり 寒さに負けず
大きくなったよ
春の訪れ
・入園式 ・お花祭り ・時の記念日 ・プール開き ・夏休み ・敬老の日 ・運動会 ・勤労感謝の日 ・クリスマス ・お正月 ・建国記念日 ・卒園式
行事 会大きつちも・りほもい・会り泊お・夕七・日の父・日のもど子・足遠迎歓・
・母の日
☆紙遊び ☆紙袋を使って ◇紙箱の時計 ○七夕かざり ◇夏の思出の絵 ◇動物折り紙 ○クリスマス飾り☆吹雪とボール ◇花を折る ◇大きく成長
◇好きな絵 ○鯉のぼり作り ☆粘土遊び ☆粘土で作る 　夏休み ◇おじいさん ◇運動会の絵 ◇芋掘りの絵 ◇紙粘土の人形 ◇お正月の絵 ☆光の演出 ◇幼稚園の思出
5歳 ◇遠足の絵 ☆砂場のお城 　好きなもの 　動物さん ◇お家で自由画 おばあさんの絵 ☆砂場の町 ☆草花遊び ◇クリスマス ◇凧を上げよう ◇大空に向けて 　の絵
◇好きな絵 ○お母さんへ ○お父さんへ ◇七夕まつりの ◇自由製作 ☆はって遊ぶ ◇コラージュ ☆粘土で作る町 　カード作り 　凧作り ◇おひな様作り ○卒園記念品作り
　プレゼンント 　プレゼント 　絵 ◇クリスマスの絵
☆紙を破って形 ☆紙を丸めて ◇丸い時計 ○七夕かざり ◇夏の思出の絵 ◇折り紙 ○クリスマス飾り☆紙吹雪 ◇折り紙 ○卒園プレゼント
　みつけ 　遊ぼう ☆草花かざり ◇お空に向かって　夏休み ◇おじいさん ◇運動会の絵 ◇芋掘りの絵 ◇紙粘土で作る ◇お正月の絵 ☆光と影と ◇自由画
4歳 ☆砂遊び ○鯉のぼり作り ◇紙の飛ぶもの 　飛ばそう ◇お家で自由画 おばあさんの絵 ☆砂場遊び ◇クリスマスの絵◇カード作り ◇凧つくり ◇ブーメラン ◇おおきくなっ
○鯉のぼり作り ☆泥んこ遊び ☆粘土遊び ◇七夕まつりの ☆砂遊び ◇はりえ ☆石並べ ◇クリスマスの絵　高く上げよう ◇おひな様 　た絵
絵　び遊具の絵◇絵なき好☆
☆紙破り遊び ☆紙を破って形 ◇とけい ○七夕かざり ◇夏の思出の絵 ☆折り紙遊び ○クリスマス飾り☆体いっぱい ◇折り紙 ○卒園プレゼント
◇線がき遊び 　みつけ ◇絵の具で遊ぼう☆ボディペイント　夏休み ◇おじいさん ◇運動会の絵 ◇芋掘りの絵 ◇紙粘土の冒険 　線書き ☆光りの遊び ◇自由画
3歳 ☆砂場で遊ぶ ☆泥んこ遊び ☆粘土遊び ☆好きなもの ◇お家で自由画 おばあさんの絵 ☆砂遊び ◇クリスマスの絵◇カード作り ◇お正月の絵 ◇ブーメラン
び遊花草☆えりは◇び遊砂☆で土粘　び遊ーラーロ◇び遊りくたぬ◇ ◇クリスマスの絵☆凧遊び ◇おひな様
備考：一つの題材が翌月に渡ってもよいようにする。子どもの興味や関心によって，方向を変更できるように弾力性をもたせるようにする。同じ題材でも年齢によって内容を吟味する。
　　縦割り　下から上へ年少・年中・年長
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月
５歳 幼児の成長・発達に合わせたテーマや
４歳 内容・流れをもたせる
３歳
表２　捉え方
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残るものとして，描かせるようにする。
８．それぞれの記号を決めて表に記入。凡例として
☆遊び　◇形あるもの（設定）　○行事に関する
もの（設定）とする。
７−３．年間から日案へ
　年間計画表から発達に応じた題材設定を行い，日
案５・４・３歳児それぞれ設定保育で日案をたて
る。年齢に応じた題材と流れを考え，記入する。
（３種類）以上。
８．計画のなかで，指導者の心の中に織り込
んでおくこと（箇条書きで以下，明記）
⑴　年間計画における造形の大切さ
　①造形は，幼児にとって熱中し，表現の楽しさ，
面白いものである。②大人と子どものちがいを明
確に。③ピカソ※６は，子どもの素直な表現を自分
に求めたというエピソードがある。③造形活動は，
手足，脳の機能，心身の成長・発達を助長するも
のだ。④美術・造形教育の先駆者…H. リード※７，
F. チゼック※８，V. ローエンフェルドという人たち
で，その研究や提唱が今の造形教育の源流になって
いることを知っておくこと。
⑵　指導計画・指導案の大切なこと
①子どもの興味や関心をみて，弾力性のある計画の
作成。②大人から子どもたちへ生活知識やマナーな
どのメッセージを伝える。③導入の仕方ひとつで子
どもの創作意欲を左右する。
⑶　子どもの創造と想像性のある活動を取り入れる
中　野　隆　二
①らくがき…紙，地面，土間など。②モダンテク
ニック（通称）…デカルコマニー，フロッター
ジュ，ドリッピング，コラージュなど。③形見つけ
遊び…らくがき，紙の偶然破った形，木切れ，地面
の上，影など。④砂場…山や川つくり，子どもに
とって重要な思案場所である。⑤泥んこ遊び…感触
と想像の一体化。⑥粘土…自由可塑材，ちぎったり
くっつけたり盛り上げたりする自由素材である。⑦
積木…構築．バランス感覚を養う。⑧動くものの興
味性…動物・おもちゃ，しかけ絵本など⑨飛ぶもの
…投げる行為からボール，円盤やブーメラン，ひこ
うきなど。⑩壊す行為の重要性とその意味合い（カ
タルシスなど）。⑪廃材よりも真っ白な紙が創造性
の源である。⑫折紙は紙の素材性質，形のイメージ
と手先の巧緻性そして伝承，そして躾の意味も含ま
れる。⑬最も大事な想像と創造の環境は保育者であ
る…教諭すなわち先生。
以上の内容である。
９．まとめ
　本研究は，幼稚園教育要領に沿った造形活動の年
間計画の立て方を考案したものである。この方法に
ついては，いろいろな実証や経験から考えたもので
ある。計画にあたって，指導者は子どもの観察，環
境づくり，造形の目的，そしてこれらに纒る様々な
要素を取り入れ，作成しなければならない。この計
画案は子どもの成長発達の支援について日夜努力が
必要とし，その結果が直接子どもたちに表れるもの
である。特に，発達に応じた題材を設定するうえ
※６　パブロ・ピカソ（Pablo Picasso，1881－1973）はスペインのマラガに生まれ，フランスで制作活動をした画家，
素描家，彫刻家。ジョルジュ・ブラックとともに，キュビスムを創始した。生涯におよそ13，500点の油絵と素描，
100，000点の版画，34，000点の挿絵，300点の彫刻と陶器を制作し，最も多作な美術家であると『ギネスブック』
に記されている。1968年87歳のとき，ピカソ本人は「この歳になってやっと子供らしい絵が描けるようになった」と
言い，幼児が描く絵の素直さに感銘しているというエピソードが残されている。
※７　サー・ハーバート・エドワード・リード（Sir Herbert Edward Read，1893－1968）は，イングランド，ノース・
ヨークシャー州の小都市カービームアサイドに生まれる。彼は詩人，文芸批評家，美術批評家，哲学者でもある。リー
ズ大学に進学するが，第一次世界大戦の勃発により学業を中断した。フランス戦線に派遣され，十字勲章と殊勲章を授
与された。戦時中にフランク・ラターと共に雑誌『芸術と文学』（Arts and Letters）を創刊した。この雑誌は文芸誌の
中で最も早い時期に T・S・エリオットの作品を掲載したものの一つである。ロマン主義の作風で知られるが，第一次
世界大戦に従軍した後は，美術評論家としても活動する。また1953年には，イギリスの文学への貢献からナイト爵を
授与されている。80冊あまりの著作があるものの，日本では美学を論じた著作が主に邦訳されていることから，詩人
よりは美術評論家としての肩書きが有名で，勿論詩集や政治に関する著作物もある。しかし，美術批評家のほうが知名
度は高い。
※８　チゼック（Franz Cizek，オーストリア，1865年ボヘミア生まれ）が著名になったことは，人から人への伝わりから
であると考えられる。彼を世界的に著名にしたものは，彼の友人であった W. ヴィオラ（Wilhelm Viola）の著である
「チゼックの美術教育，原著『Child Art』（久保貞次郎・深田尚彦訳，黎明書房，1976）」である。チゼックは不滅の
ことばを次のように書き下した。「子どもたち自身によって成長させ発展させ，成熟させよ。」彼は，研究者というよ
り，今日の子どもの表現を大切にした指導者の先駆者で，教育実践家である。
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で，その効果が見られる。例えば，「砂遊び」から
「泥んこ遊び」へ，そして「粘土遊び」に転じて
いく。あるいは「紙遊び」では，「ちぎって遊ぶ」
から「形みつけ」あるいは「丸めて遊ぶ」「身につ
けて遊ぶ」などがあげられ「丸める」は「投げる」
「飛ばす」等方向性があり，さらに具体的な製作
題材に結びついていく。「飛ばす」は「飛行機」や
「UFO」，「鳥」になったりもする。子どもの想像・
創造は無限である。この無限こそが，知能や心身の
成長発達に欠かせない造形活動の目的である。幼児
教育に携わる人たちは是非，この造形活動の在り方
と計画の立案推進を理解して子どもたちと向かい
合ってほしいと望むものである。
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